
掬
水
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
館

20周
年

　
稲
毛
区
宮
野
木
町
に

あ
る
掬
水
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
開
館
し
て

20年
が
た

つ
。
先
日
の

11月
3日

に
開
館

20周
年
記
念
ソ

バ
を
食
べ
る
会
が
催
さ

れ
た
。

　
掬
水
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

今
か
ら

20年
前
の

11月

3日
に
墨
彩
画
家
の
大

浦
掬
水
婦
人
が
個
人
ギ

ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
開
館

し
た
。
死
後
息
子
の
明

氏
が
会
館
を
利
用
し
て

「
ソ
バ
打
ち
教
室
」「
千

葉
在
来
の
ソ
バ
を
食
べ

る
会
」
を
会
館
の
１
階

で
、
２
階
で
歌
・
津
軽
三

味
線
・
楽
器
演
奏
・
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
・
フ
ラ
メ

ン
コ
・
落
語
な
ど
を
開

演
し
て
い
る
。

　
今
回
の
開
館

20周
年

を
祝
っ
て
の
ソ
バ
を
食

べ
る
会
で
あ
る
が
、

1

階
の
会
場
に

40人
ほ

ど
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
と

り
な
が
ら
の
開
催
で
参

加
者
の
中
に
は
元
衆
議

院
議
員
の
臼
井
日
出
男

氏
、
絵
画
関
係
で
千
葉

県
立
美
術
館
の
元
館
長

米
田
耕
司
氏
、
乾
杯
の

音
頭
を
元
千
葉
市
助
役

後
習
志
野
市
副
市
長
の

島
田
行
信
氏
が
と
り
紺

谷
英
和
氏
の
津
軽
三
味

線
等
、
な
ご
や
か
で
楽

し
い
ソ
バ
を
食
べ
る
会

で
あ
っ
た
。
大
浦
明
氏

に
つ
い
て
は

2
0
1
9

年

10月
号
今
月
の
人
に

紹
介
済
み
。

　
　
（
川
村
文
彦
）

〇
す
き
焼
き

　
鍋
料
理
は
何
と
言
っ

て
も
す
き
焼
き
が
一
番

だ
な
ぁ
。
あ
の
熱
々
を

卵
を
か
ら
ま
せ
て
食
べ

る
の
は
最
高
の
贅
沢
だ

と
思
い
ま
す
。
早
く
食

べ
た
い
な
ぁ
（
高
浜
・

林
三
津
子
）
（
浜
野
・
柳

澤
範
光
）
（
小
仲
台
・
宮

本
サ
ヨ
子
）
。
寒
く
な
る

と

1人
用
の
土
鍋
が
あ

る
の
で
ス
キ
ヤ
キ
を
作

り
ま
す
（
あ
や
め
台
・
一

森
万
亀
美
）
。
何
と
言
っ

て
も
ス
キ
ヤ
キ
が

1番

好
き
で
す
。
実
家
で
は

合
格
・
入
学
・
卒
業
な
ど

節
目
節
目
は
ス
キ
ヤ
キ

と
決
ま
っ
て
い
て
皆
で

楽
し
く
食
事
し
た
思
い

出
が
い
っ
ぱ
い
で
す

（
小
仲
台
・
松
本
麻
由

子
）
。
す
き
や
き
、
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
、
湯
豆
腐
、
お

で
ん
。
お
鍋
は
栄
養
満

点
で
体
も
温
ま
る
し
野

菜
も
お
肉
も
入
っ
て
て

大
好
き
。
手
軽
で
楽
し

く
団
ら
ん
が
好
き
で
す

（
小
仲
台
・
茅
森
麻
利

子
）
。
家
族
が
皆
健
在
だ

っ
た
頃
の
す
き
焼
き
で

す
。
今
離
れ
て
暮
ら
し

た
り
他
界
し
て
し
ま
っ

た
家
族
も
あ
り
、
皆
で

囲
ん
だ
頃
が
懐
か
し
い

で
す
（
稲
毛
東
・
渡
邊
幸

子
）
。

〇
寄
せ
鍋

　
絶
対
に
必
要
な
の
は

椎
茸
、
タ
ラ
、
白
菜
で
す

が
、
そ
れ
以
外
は
冷
蔵

庫
に
あ
る
も
の
を
な
ん

で
も
入
れ
て
作
り
ま

す
。
色
々
な
具
材
か
ら

出
る
出
し
汁
を
楽
し
み

ま
す
（
真
砂
・
八
木
稔
）
。

寄
せ
鍋
に
牡
蠣
を
た
っ

ぷ
り
入
れ
ま
す
（
八
千

代
市
・
宇
都
健
一
）
。
今

夜
は
鍋
に
し
ま
し
ょ

う

!と
寄
せ
鍋
に
し
ま

す
。
鱈
、
白
菜
、
ネ
ギ
、

き
の
こ
、
焼
豆
腐
、
春

菊
。
ヤ
マ
サ
の
昆
布
つ
ゆ

で
簡
単
に
作
れ
て
体
が

温
ま
り
ま
す
（
長
沼
・
吉

田
友
子
）
。
色
々
な
鍋
が

あ
り
ま
す
が
、
海
鮮
寄

せ
鍋
が
美
味
し
い
。
〆

は
雑
炊
か
う
ど
ん
で
す

（
朝
日
ヶ
丘
・
横
須
賀
和

男
）
。
寄
せ
鍋
が
好
き
で

す
。
何
で
も
入
れ
ら
れ

る
の
で
楽
し
い
し
冷
蔵

庫
が
片
づ
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
季
節
は
特
に

白
菜
が
美
味
し
く
て
い

く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
ま

す
（
み
つ
わ
台
・
黒
沢
博

子
）
。

〇
キ
ム
チ
鍋

　
我
が
家
で
は
キ
ム
チ

鍋
を
よ
く
作
り
ま
す
。

と
に
か
く
冷
蔵
庫
に
あ

る
野
菜
を
何
で
も
入
れ

残
り
物
の
整
理
を
兼
ね

て
。
色
々
な
味
が
出
て

美
味
し
い
で
す
（
小
仲

台
・
山
内
富
士
子
）
。
キ

ム
チ
鍋
が
最
高
。
残
っ

た
汁
に
ご
飯
か
麺
を
入

れ
る
（
高
洲
・
荒
川
昌

一
）
（
磯
辺
・
上
林
昭

一
）
。
キ
ム
チ
鍋
で
す
。

ピ
リ
ッ
と
辛
く
体
が
あ

た
た
ま
り
満
足
感
が
あ

り
ま
す
（
高
洲
・
萩
原
貴

美
子
）
（
幸
町
・
大
浦
穂

乃
香
）
。
熱
燗
を
頂
き
な

が
ら
、
キ
リ
ッ
と
し
た

味
の
豚
キ
ム
チ
鍋
を
一

夜
の
友
と
し
て
楽
し
み

た
い
で
す
（
検
見
川
・
荒

木
昭
治
）
。

1番
多
く
食

べ
る
鍋
は
キ
ム
チ
鍋
で

す
ね
。
鍋
料
理
は
ダ
イ

エ
ッ
ト
目
的
で
週

1回

く
ら
い
食
べ
ま
す
（
黒

砂
台
・
中
村
博
之
）
。
キ

ム
チ
鍋
が

1番
人
気
で

す
。
も
や
し
を
た
く
さ
ん

入
れ
ま
す
（
四
街
道
・
永

野
雅
子
）
。

〇
も
つ
鍋

プ
ル
プ
ル
の
モ
ツ
鍋
が

好
き
で
す
。
牛
蒡
と
の

相
性
抜
群
（
小
仲
台
・
横

田
千
恵
）
。
自
分
が
作
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は

も
っ
ぱ
ら
も
つ
鍋
で
し

ょ
う
か
（
小
仲
台
・
高
木

雅
美
）
。

〇
そ
の
他

ち
ゃ
ん
こ
鍋
。
野
菜
を

沢
山
と
油
揚
げ
他
を
全

て
手
で
ち
ぎ
り
ま
す
。

鶏
の
ミ
ン
チ
を
入
れ
て

少
量
の
塩
を
加
え
て
出

来
上
が
り
で
す
（
小
仲

台
・
木
村
敏
三
）
。
子
供

に
人
気
は
カ
レ
ー
鍋
。

締
め
は
ご
飯
と
チ
ー
ズ

で
リ
ゾ
ッ
ト
に
し
た
り

麺
を
入
れ
て
も
美
味
し

い
。
お
鍋
は
野
菜
も
た

く
さ
ん
摂
れ
て
い
い
で

す
よ
ね
（
船
橋
・
永
岡
恵

美
子
）
。ず
ば
り
白
菜
と

豚
バ
ラ
の
ミ
ル
フ
ィ
ー

ユ
鍋
の
一
択
で
す
（
花

見
川
・
山
下
盛
雄
）
。チ

ゲ
鍋
が

1番
好
き
で

す
。
昔
山
梨
で
食
べ
た

ほ
う
と
う
鍋
は
お
い
し

か
っ
た
で
す
（
高
洲
・
一

ノ
瀬
明
訓
）
。
何
と
言
っ

て
も
キ
ノ
コ
鍋
で
す
。

色
々
な
キ
ノ
コ
と
キ
リ

タ
ン
ポ
を
入
れ
て
食
べ

る
の
が

1番
美
味
し
い

で
す
（
千
草
台
・
田
村
栄

子
）
。
昔
か
ら
あ
ん
こ
う

鍋
が
好
き
で
す
。
野
菜

も
色
々
入
れ
て
翌
日
は

雑
炊
に
し
ま
す
（
花
見

川
・
斎
藤
邦
昭
）
。
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
か
す
き
焼
き

が
好
き
で
す
。
お
餅
や

キ
ノ
コ
類
を
た
く
さ
ん

入
れ
ま
す
（
神
明
・
加
藤

美
代
子
）
。

1番
多
く
作

る
の
は
水
炊
き
で
す
。

鶏
肉
と
白
菜
を
メ
イ
ン

に
キ
ノ
コ
や
お
豆
腐
、

夫
の
好
き
な
タ
ラ
を
入

れ
る
こ
と
も
。（
加
曾
利

・
大
扱
眞
理
子
）
。
何
と

言
っ
て
も
お
で
ん
。
具

材
が
多
く
て
美
味
し
い

で
す
（
六
方
・
泉
谷
正

誼
）
。
海
鮮
鍋
が
多
い
が

肉
類
も
入
れ
る
事
が
あ

る
。
老
夫
婦

2人
分
は

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
入
れ

る
と
部
屋
が
あ
っ
た
ま

る
（
高
洲
・
大
内
健
司
）
。

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
（
東

千
葉
・
高
木
一
也
）
。
水

炊
き
。
ゆ
ず
な
ど
を
し

ぼ
っ
て
、
だ
し
し
ょ
う

油
に
混
ぜ
て
ポ
ン
酢
に

す
る
と
お
い
し
い
で

す
。
ゆ
ず
こ
し
ょ
う
も

お
い
し
い
（
打
瀬
・
橋
本

裕
美
）
。
シ
ン
プ
ル
に
水

炊
き
が
好
き
（
西
都
賀
・

小
林
正
和
）
。
遅
く
に
帰

宅
し
た
際
、
し
ょ
う
が

と
ニ
ン
ニ
ク
を
入
れ
た

塩
味
の
「
常
夜
鍋
」
は
我

が
家
の
定
番
で
し
た
。

具
は
豆
腐
、
き
の
こ
、
た

っ
ぷ
り
の
豚
肉
と
ほ
う

れ
ん
草
、
締
め
は
雑
炊

で
残
業
の
ご
褒
美
で
し

た
（
打
瀬
・
岡
村
朋
子
）
。

白
滝
が
大
好
き
。
ツ
ル

ツ
ル
と
し
た
食
感
と
ヘ

ル
シ
ー
さ
が
最
高

!た

だ
よ
そ
う
の
が
大
変

（
打
瀬
・
田
原
純
子
）
野

菜
と
う
ど
ん
の
味
噌
煮

込
み
（
高
洲
・
市
川
豊

和
）
。
キ
ノ
コ
類
が
好
き

で
市
販
の
豆
乳
ご
ま
の

鍋
の
素
に
今
出
て
い
る

キ
ノ
コ
類
の
鍋
を
頂
き

そ
の
後
に
ご
飯
＋
チ
ー

ズ
で
リ
ゾ
ッ
ト
は
サ
イ

コ
ウ
で
す
よ

!（
作
新

台
・
春
）
。
牛
し
ゃ
ぶ
鍋

が
好
き
。
つ
け
ダ
レ
は

ポ
ン
酢
醤
油
と
ゴ
マ
み

そ
ダ
レ
の

2種
類
で
。

お
ろ
し
ニ
ン
ニ
ク
た
っ

ぷ
り
で
す
ご
く
元
気
が

で
ま
す
（
小
仲
台
・
田
渕

良
子
）
。
冬
は
鍋
が
い
い

で
す
ね
。
鶏
の
手
羽
先

で
出
し
汁
を
取
り
、
野

菜
、
き
の
こ
、
ギ
ン
ナ
ン

も
入
れ
ま
す
（
高
洲
・
神

林
登
美
子
）
。
寒
く
な
る

と
い
つ
も
辛
い
ス
ン
ド

ゥ
ブ
チ
ゲ
や
キ
ム
チ
鍋

が
多
く
な
り
ま
す
（
小

中
台
・
安
田
美
枝
子
）
。

高
級
旅
館
の
鍋
料
理
に

も
憧
れ
ま
す
が
私
に
と

っ
て
の
鍋
料
理
は
昔
も

今
も
居
酒
屋
の
石
狩
鍋

で
す
（
四
街
道
・
松
戸
健

夫
）
。
家
族
み
ん
な
鍋
が

大
好
き
。
料
理
時
間
も

少
な
く
て
助
か
る
（
高

洲
・
ナ
カ
）

○
故
郷
鍋

北
海
道
出
身
で
す
の
で
、

や
っ
ぱ
り
石
狩
鍋
が
好

き
で
す
。
鮭
、
昆
布
、
水
、

酒
、
み
そ
、
バ
タ
ー
、
豆

腐
、
長
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

白
滝
、
椎
茸
、
春
菊
等
（
各

家
で
レ
シ
ピ
は
そ
れ
ぞ

れ
）
た
だ
み
そ
と
バ
タ

ー
、
鮭
は
決
ま
り
（
小
中

台
・
平
松
建
三
）
。
故
郷

が
秋
田
な
の
で
毎
年
お

正
月
に
な
る
と
我
が
家

で
は
キ
リ
タ
ン
ポ
鍋
を

作
り
ま
す
。
売
っ
て
い
る

キ
リ
タ
ン
ポ
や
居
酒
屋

で
出
し
て
く
れ
る
キ
リ

タ
ン
ポ
鍋
と
は
比
べ
物

に
な
ら
な
い
く
ら
い
美

味
し
い
で
す
（
貝
塚
・
佐

藤
宏
樹
）
鹿
児
島
の
実
家

の
水
炊
き
に
は
「
砂
肝
」

が
入
っ
て
い
ま
し
た
（
小

仲
台
・
千
葉
埼
千
晶
）
。

※
一
部
抜
粋
し
て
掲
載

先
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
テ
ー
マ「
鍋
料
理
に
つ
い
て
」

　

11月
号
の
ア
ン
ケ
ー
ト
テ
ー
マ
は
「
鍋
料
理
」
で
し
た
。
様
々
な
具
材
が
楽

し
め
る
鍋
料
理
は
、
こ
れ
か
ら
冬
本
番
に
向
け
て
食
卓
に
登
場
す
る
機
会
が
多

く
な
り
そ
う
。
洗
い
物
も
楽
な
の
で
メ
ニ
ュ
ー
に
困
っ
た
ら
鍋
が
い
い
か
も
。

す
き
焼
き
・
寄
せ
鍋
・
キ
ム
チ
鍋
・
も
つ
鍋
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一
見
銭
湯
に
は
見
え

な
い
白
い
レ
ン
ガ
造
り

の
外
観
が
特
徴
の
「
ビ
バ

ー
ク
ラ
ン
ド
」
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て

い
る
。
昭
和

30年
の
創
業

以
来
、

66年
間
、
稲
毛
区

轟
町
で
ま
ち
の
移
り
変

わ
り
を
見
守
っ
て
き
た

銭
湯
だ
。

　
お
湯
は
常
に
か
け
流

し
＆
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
で

清
潔
さ
が
保
た
れ
、
湯
が

あ
ふ
れ
る
様
子
は
温
泉

さ
な
が
ら
の
味
わ
い
。
ア

ル
カ
リ
軟
水
を
使
用
し

て
い
る
た
め
、
な
め
ら
か

で
湯
あ
た
り
が
い
い
と

評
判
で
、
日
常
の
疲
れ
を

癒
し
体
が
芯
か
ら
温
ま

る
。
ロ
ビ
ー
は
従
来
の
銭

湯
の
イ
メ
ー
ジ
を
一

新
。
く
つ
ろ
げ
る
ソ
フ
ァ

ー
や
手
作
り
の
カ
ウ
ン
タ

ー
、
大
理
石
の
イ
タ
リ
ア

製
照
明
な
ど
、
至
る
と
こ

ろ
に
二
代
目
オ
ー
ナ
ー

佐
藤
裕
之
さ
ん
の
こ
だ

わ
り
が
光
っ
て
い
る
。

入
浴
料
は
大
人

4
5
0

円
（
サ
ウ
ナ
利
用
者

8
0

0円
）
、
中
学
生

3
0
0

円
、
小
学
生

1
0
0円

、

幼
児
無
料
。
母
子
・
父
子

家
庭
の
方
は
応
援
の
気

持
ち
を
込
め
て
無
料
と

し
て
い
る
。

　
千
葉
市
で
は

65歳
以

上
の
公
衆
浴
場
利
用
料

を
格
安
に
し
差
額
を
市

が
負
担
す
る
補
助
金
制

度
が
あ
る
が
、
銭
湯
の
受

付
で
住
所
・
氏
名
等
の
記

入
や
本
人
確
認
書
の
提
示

が
必
要
な
上
、
日
曜
日
限

定
の
た
め
集
中
し
密
に
な

る
と
懸
念
。
ビ
バ
ー
ク
ラ

ン
ド
は
利
用
客
の
健
康
を

優
先
さ
せ
、
補
助
金
を
受

け
ず
「

65歳
以
上
平
日
入

浴

3
0
0円

」
と
い
う
独

自
の
割
引
料
金
を
実
施
し

て
い
る
。

　
家
族
連
れ
や
夫
婦
に
大

人
気
の
サ
ー
ビ
ス
が
家
族

貸
し
切
り
風
呂
。
土
日

12

時
～

14時
、
各
日
限
定

2

組
で
露
天
風
呂
と
サ
ウ

ナ
、
脱
衣
所
が

1家
族

3

千
円
で
独
占
で
き
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
家
族
旅
行

が
で
き
な
い
な
か
で
も
、

よ
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
企
画
し

た
そ
う
。

　
２
年
前
、
台
風
に
よ
る

断
水
が
続
く
人
た
ち
の
た

め
に
ビ
バ
ー
ク
ラ
ン
ド
を

無
料
開
放
し
た
こ
と
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
広
く
知
ら
れ

て
お
り
「
銭
湯
は
地
域
防

災
拠
点
と
し
て
不
可
欠

な
存
在
」
と
再
認
識
さ
れ

た
。
現
在
、
稲
毛
区
で
残

っ
て
い
る
公
衆
浴
場
は

2軒
。
防
災
拠
点
だ
け
で

な
く
老
若
男
女
が
集
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
必
要
な

場
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
年
末
は
大
晦
日

も
営
業
、
新
年
は
恒
例
の

「
日
本
酒
入
り
露
天
風
呂
」

を
用
意
し
元
旦
朝

8時
に

開
店
す
る
。
◇
ビ
バ
ー
ク

ラ
ン
ド
◇
千
葉
市
稲
毛

区
轟
町

1～

8～

5◇
営

業
時
間

15時
～

23時
◇
火

曜
定
休
◇
℡

0
4
3・

2

8
7・

3
6
3
6

銭
湯
ビ
バ
ー
ク
ラ
ン
ド
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

年賀状について

ク
イ
ズ
の
応
募
方
法

左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
を
解
き
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
の
順
に
文

字
を
並
べ
る
と
言
葉
に

な
り
ま
す
。
そ
の
言
葉

と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問

内
容
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
。
〒
２
６

３
‐
０
０
４
３
稲
毛
区

小
仲
台
２
～
５
～
２
～

１
０
０
１
「
稲
毛
新
聞
ク

イ
ズ
係
」
宛
。
応
募
は
メ

ー
ル
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

※
今
月
の
テ

ー
マ

「
年

賀
状

に
つ

い
て

」

　
年
賀
状
を
毎
年
出
し

て
い
る
方
、
出
さ
な
い

方
、
出
し
て
い
た
が
や
め

た
方
な
ど
、
そ
の
理
由
や

年
賀
状
に
ま
つ
わ
る
お

話
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

締
切
・
令
和
３
年

12月

20

日
（
当
日
消
印
有
効
）

今
月
の
賞
金
・
賞
品

☆
一
等
１
万
円
（

1名
）

☆
二
等

5千
円
（

2名
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
無

臭
ニ
ン
ニ
ク
ア
ホ
エ
ン

（
５
名
）
☆
図
書
カ
ー
ド

賞
（

3名
）
☆
ア
ク
ア
リ

ン
ク
賞
＝
ス

ケ
ー

ト
リ

ン
ク

滑
走

券
（

5組
）

11月
号
の
当
選
者

★

11月
号
の
答
え
は
「
ア

キ
モ
フ
カ

マ
ル

」
。
次
の

方
が
当
選
し
ま
し
た
。

【
敬
称
略
】
☆
１
等
賞
・

1

万
円
＝
藤
原
健
次
（
あ
や

め
台
）
☆

２
等
賞
・
５
千

円
＝
柳
澤
範
光
（
浜
野
）

永
岡
恵
美
子
（
宮
本
）
☆

図
書
カ
ー
ド
賞
＝
田
村

栄
子
（
千
草
台
）
横
須
賀

和
男
（
朝
日
ヶ
丘
）
濱
田

令
子
（
花
見
川
）
☆
名
古

屋
製
酪
賞
・
無
臭
ニ
ン
ニ

ク
ア
ホ
エ
ン
＝
田
中
秀

子
（
高
洲
）
竹
崎
早
苗
（
宮

野
木
）
山
田
牧
子
（
花
見

川
）
伊
丹
侃
（
四
街
道
）
宮

本
サ
ヨ
子
（
小
仲
台
）
☆

ア
ク
ア
リ
ン
ク

ち
ば
賞
・

ペ
ア

滑
走

券
＝
茅
森
麻

利
子
（
小
中
台
）
田
渕
良

子
（
小
仲
台
）
能
勢
恵
美

子
（
宮
野
木
台
）
田
原
純

子
（
打
瀬
）
斎
藤
邦
昭
（
花

見
川
）
☆
書

籍
賞
＝
田
中

聡
子
（
磯
辺
）
以
上
。

今月のアンケート・テーマ

→ヨコのカギ
②前もって知らせる。

④整えておく。

⑥しょっぱい調味料。

⑧庭で金魚を飼う。

⑨うっかりしてた。

⑩1月1日。

⑪自分のことをよく知っている人。

⑬地面に輪を書き石で遊ぶ子供の遊び。

↓タテのカギ
①故郷に帰る。

②予め用意しておく。

③肉やねぎなど串にさして揚げる。

⑤竹や低い木でできた垣根。

⑦甲〇丙丁。

⑨腐ったものにわく不潔な虫。

⑪地面より下。

⑫紙など貼る時使う。

11月
号
の
ク

ロ
ス

ワ
ー
ド

答
え

第303号（７）令和３年１2月3日発行 稲　毛　新　聞

　

11月

25日
に
第

52回

明
治
神
宮
野
球
大
会
の

決
勝
戦
が
神
宮
球
場
で

行
わ
れ
、
大
学
の
部
で

中
央
学
院
大
学
（
我
孫

子
市
）
が
慶
応
義
塾
大

学
（
東
京
六
大
学
）を
９

|８
の
逆
転
で
破
り
初

優
勝
。
千
葉
県
勢
の
全

国
優
勝
は
初
め
て
。
今

秋
の
千
葉
県
大
学
野
球

リ
ー
グ
を
制
覇
、
そ
の
勢

い
の
ま
ま
関
東
代
表
を

決
め
る
「
横
浜
市
長
杯

関
東
地
区
大
学
野
球
選

手
権
」
で
も
優
勝
し

19

年
振
り
３
度
目
の
本
大

会
出
場
を
決
め
た
。
初

戦
で
佛
教
大
学
（
京
滋
）

に
７

|１
で
快
勝
、
続

く
準
決
勝
で
も
國
學
院

大
學
（
東
都
）
に
６

|２

で
勝
利
し
初
の
決
勝
に

駒
を
進
め
て
い
た
。

■
決
勝

慶
応
大
（
東
京
六
）

２
２
０
０
１
０
２
１
０
＝
８

０
０
０
２
２
５
０
０
×
＝
９

中
央
学
院
大
（
千
葉
）

女
子
バ
レ
ー
は
地
元

の
敬
愛
学
園
が
Ｖ
３

　
年
末
年
始
の
風
物
詩

で
も
あ
る
高
校
ス
ポ
ー

の
全
国
大
会
。
例
年
千

葉
県
勢
の
活
躍
が
目
立

つ
。
「
春
高
バ
レ
ー
」
の

愛
称
で
お
馴
染
み
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
。
女
子
で
は

地
元
の
敬
愛
学
園
（
千

葉
市
稲
毛
区
）
が
３
年

連
続
優
勝
、

11回
目
の

出
場
を
決
め
た
。
男
子

は
習
志
野
（
習
志
野
市
）

が

15年
連
続

38回
目
の

出
場
。
ど
ち
ら
も
上
位

進
出
を
狙
う
。

流
経
柏
サ
ッ
カ
ー
は
宿

敵
倒
し
３
年
振
り
。
ラ
グ

ビ
ー
は
Ｖ
２ ７

　　
１
０
０
回
の
記
念
大

会
を
迎
え
る
サ
ッ
カ
ー

は
、
共
に
全
国
制
覇
の

実
績
が
あ
る
市
立
船
橋

（
船
橋
市
）
と
流
通
経
済

大
柏
（
柏
市
）
が
９
年
連

続
で
決
勝
で
顔
を
合
わ

せ
た
。
前
半
市
立
船
橋

が
先
制
す
る
も
後
半
流

通
経
済
大
柏
が
逆
転
、

２

|１
で
勝
利
し
３
年

振
り
の
全
国
選
手
権
出

場
を
決
め
た
。
２
０
０

７
年
以
来
の
全
国
制
覇

が
か
か
る
。

ま
た
ラ
グ
ビ
ー
で
も
流

通
経
済
大
柏
が
決
勝
で

専
大
松
戸
（
松
戸
市
）を

50
|
13で

破
り
優
勝
、

27年
連
続
出
場
を
決
め

た
。
県
内
で
は
圧
倒
的

な
強
さ
を
誇
る
流
経
、

悲
願
の
全
国
制
覇
を
期

待
し
た
い
。
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
ウ
イ
ン
タ

ー
カ
ッ
プ
は
男
子
は
習

志
野
、
女
子
は
昭
和
学

院
（
市
川
市
）
と
市
立
柏

（
柏
市
）
が
出
場
す
る
。

春
高
バ
レ
ー
は
令
和
４

年
１
月
５
日
に
東
京
体

育
館
で
開
幕
。
無
観
客

開
催
に
な
る
。
サ
ッ
カ
ー

は

12月

28日
に
東
京
の

国
立
競
技
場
で
開
幕
。

千
葉
市
中
央
区
の
フ
ク

ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ
を
は

じ
め
首
都
圏
９
会
場

で
。
ラ
グ
ビ
ー
は
大
阪

市
の
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

で

12月

27日
か
ら
。
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は

12

月

23日
に
東
京
体
育
館

で
開
幕
す
る
。

高
校
野
球
の
千
葉
市

大
会
は
千
葉
明
徳
が

優
勝

　
第

36回
千
葉
市
高
校

野
球
大
会
は
市
内

26チ

ー
ム

27校
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
千
葉
明
徳
高
校

（
中
央
区
）
が
３
大
会
ぶ

り
３
度
目
の
優
勝
を
飾

っ
た
。
３
位
は
千
葉
商
業

（
中
央
区
）
と
若
松
高
校

（
若
葉
区
）
。

■
決
勝

敬
愛
学
園
（
稲
毛
区
）

０
０
０
０
０
１
０
０
０
＝
０

０
１
３
１
０
２
０
０
×
＝
７

千
葉
明
徳
（
中
央
区
）

大
学
野
球
で
中
央
学
院
大
学
が
県
勢
初
の
全
国
制
覇

華
や
か
年
末
年
始
の
高
校
ス
ポ
ー
ツ
今
年
も
常
連
校
が
続
々
と

●
作
家
さ
ん
の
対
談

　　
市
政
だ
よ
り
で
見
つ

け
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
「
森
絵
都
さ
ん
、
古

内
一
絵
さ
ん
対
談
講
演

会
」
に
応
募
し
た
。
本
好

き
な
の
で
是
非
と
も
生

の
作
家
さ
ん
の
お
話
を

聞
い
て
み
た
か
っ
た
。
森

さ
ん
の
本
は
読
ん
で
知

っ
て
い
た
が
、
古
内
さ
ん

の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
対
談
に
行
く
な

ら
本
を
読
ん
で
お
く
べ

き
と
早
速
購
入
し
て
読

ん
で
み
た
ら
ハ
マ
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
後
５
冊
を

読
ん
だ
。
多
少
は
古
内
さ

ん
の
こ
と
を
理
解
し
か

け
た
頃
、
な
ん
と
落
選
通

知
が
届
い
た
。
定
員
数
が

多
か
っ
た
の
で
き
っ
と

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
高
を

く
く
っ
て
い
た
の
だ
が
、

人
気
の
作
家
さ
ん
だ
っ

た
の
だ
と
改
め
て
思
い

知
っ
た
。
で
も
ま
あ
、
お

気
に
入
り
の
作
家
さ
ん

に
出
会
え
た
だ
け
で
ラ

ッ
キ
ー
か
な
。

　
（
千
草
台
み
い
）

●
川
柳

①
老
境
で
知
る
人
生
の

深
遠
さ

②
ま
ず
確
保
渡
る
世
間

の
食
い
ぶ
ち
を

③
し
ょ
う
が
な
い
人
生

脱
す
る
賞
欲
し
い

（
花
見
川
区
　
清
水
節

夫
）

●
泣
く
な
佐
々
木
！

　　
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
が
最
後
の
最
後
で

優
勝
出
来
な
か
っ
た
。

優
勝
を
逃
し
た
楽
天

戦
、
そ
こ
ま
で
無
敗
の

成
績
で
中
継
ぎ
陣
を
支

え
て
き
た
佐
々
木
千
隼

投
手
が
打
た
れ
た
。
彼

は
肩
を
落
と
し
涙
し
て

い
た
。
優
勝
を
逃
し
た

責
任
を
感
じ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
も
っ

と
堂
々
と
し
て
い
て
欲

し
い
と
も
思
っ
た
。
今

年
の
彼
の
成
績
は
素
晴

ら
し
い
し
、
チ
ー
ム
の

好
成
績
も
彼
の
功
績
が

大
き
い
。
た
っ
た
一
度

の
失
敗
で
下
を
向
く
必

要
は
な
い
と
思
う
。
Ｃ

Ｓ
で
は
そ
の
楽
天
相
手

に
リ
ベ
ン
ジ
の
好
投
も

あ
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
い
や
バ
ネ
に

来
季
の
佐
々
木
投
手
の

更
な
る
飛
躍
を
期
待
し

た
い
。
そ
し
て
来
季
こ

そ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
優
勝

が
見
た
い
と
思
う
。

（
美
浜
区
　
高
木
昭
一
）

●
進
む
Ｅ
Ｖ
化

　
昨
今
の
ク
ル
マ
業
界

は
電
気
自
動
車
を
中
心

と
し
た
Ｅ
Ｖ
化
が
進
ん

で
い
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
更
に

は
完
全
な
電
気
自
動
車

と
消
費
者
の
選
択
肢
は

増
え
て
き
た
。
私
は
日

産
の
電
気
自
動
車
リ
ー

フ
に
乗
っ
て
い
る
が
満

足
し
て
い
る
。
遠
出
は

あ
ま
り
し
な
い
し
、
近

所
の
買
物
や
娘
を
駅
ま

で
送
る
だ
け
の
用
途
な

の
で
充
分
だ
。
た
だ
電

気
代
と
相
当
す
る
ガ
ソ

リ
ン
代
を
比
較
し
て
ど

っ
ち
が
得
か
と
言
わ
れ

た
ら
正
直
わ
か
ら
な

い
。
充
電
設
備
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
も
ま
だ
ま

だ
。
最
近
は
ガ
ソ
リ
ン

代
も
高
い
。
自
動
車
メ

ー
カ
ー
は
Ｅ
Ｖ
化
を
進

め
て
い
く
と
言
っ
て
い

る
。
し
か
し
車
輌
価
格

は
高
い
。
そ
う
考
え
る

と
今
は
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
が
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。
災
害
時
に
は

電
気
の
供
給
源
に
も
な

る
と
い
う
。
（

稲
毛

区
・

さ
と

る
君

）

●
毎
月
楽
し
み
で
す

　
こ
こ
２
カ
月
届
け
ら

れ
な
か
っ
た
稲
毛
新
聞

が
ま
た
入
っ
て
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
（
美
浜
区
・
匿

名
希
望
）

●
読

者
の
声

募
集
！

日
頃
皆
さ
ん
が
感
じ
て

い
る
こ
と
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・

F

A

X・
メ
ー
ル
で
「
読
者

の
声
」
係
ま
で
。


